
◆
日

時

　

７
月
６
日
㈯　

午
後
７
時
～
９
時

◆
場

所　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区

◆
内

容

　

普
段
入
る
こ
と
の
な
い
夜
の
森
を
冒
険

◆
持
ち
物　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴
、

　

飲
み
物
、
帽
子
、
軍
手

◆
参
加
料　

８
０
０
円

◆
申
込
期
限　

７
月
４
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

 

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
�
１
６
９
６

◆
日

時

　

７
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

◆
場

所

　

ポ
ン
ウ
エ
ン
ベ
ツ
川（
栗
山
ダ
ム
上
流
）

◆
内

容　

清
流
で
魚
釣
り
、
釣
っ
た

　

魚
を
昼
食
の
お
か
ず
と
し
て
食
べ
る

◆
対

象　

小
学
３
年
生
以
上

◆
定

員　

20
人

◆
持
ち
物　

昼
食
、飲
み
物
、タ
オ
ル
、

　

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
・
運
動
靴
、着
替
え

◆
参
加
料　

８
０
０
円

◆
申
込
期
限　

７
月
４
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

 

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
�
１
６
９
６

ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ

夏
季
林
間
学
校
っ
て
？

　

福
島
原
発
事
故
の
影
響
で
、
屋
外
で
の
活

動
に
制
限
が
か
か
っ
て
い
る
福
島
県
の
子
ど

も
た
ち
や
そ
の
家
族
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
解
消
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
実
行
委

員
会
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
、
北
海
道
や

神
奈
川
県
な
ど
各
県
に
お
い
て
、
春
・
夏
・

冬
の
年
３
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

２
０
０
０
人
を
超
す
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
単
な
る
避
難
で
は
な
く
、
福
島

の
子
ど
も
た
ち
が
未
来
を
志
向
で
き
る
よ
う

に
、
学
び
と
育
ち
を
支
援
す
る
教
育
事
業
と

し
て
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
夏
季
林
間
学
校
」

を
実
施
し
ま
す
。

栗
山
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

道
内
で
は
栗
山
町
の
ほ
か
に
、
七
飯
町
・

む
か
わ
町
な
ど
14
市
町
で
受
入
れ
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
８
月
11
日
～
17
日
の

一
週
間
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ

環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点
に
約
40
人
の
福
島
の
子

ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

栗
山
を
訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
は
７
月
28
日

に
福
島
を
出
発
し
、
留
萌
市
、
下
川
町
で
そ

れ
ぞ
れ
一
週
間
過
ご
し
、
道
内
最
後
の
訪
問

地
と
し
て
来
町
し
ま
す
。
栗
山
町
で
は
夕
張

川
で
の
川
下
り
や
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区
で

の
自
然
体
験
活
動
、
く
り
や
ま
納
涼
盆
踊
り

大
会
な
ど
屋
外
で
の
活
動
を
中
心
に
、
北
海

道
の
短
い
夏
を
楽
し
み
ま
す
。

　多くの子どもたちが「ふくしまキッズ夏季林
間学校」に参加できるように、活動にご賛同い
ただける皆さまに支援金のご協力をお願いして
います。
　また、お米や、栗山の新鮮な農産物のご提供
もお願いしています。ご協力いただけます企業・
団体・個人の方がいらっしゃいましたら教育委
員会までご連絡ください。

■募金箱設置場所
　栗山町役場・カルチャープラザ「Eki」
　総合福祉センター「しゃるる」
　角田農村環境改善センター・南部公民館
　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

■問い合わせ
　教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

　
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
」や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
通
し
て
町
内
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
も
行
い
ま
す
。

　

運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校
・
北
海

道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
栗

山
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会
」（
実
行

委
員
長
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校
松
原
由

典
理
事
長
）
が
主
体
と
な
り
、
栗
山
町
と
協

力
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
大
勢
の
子
ど
も

が
長
期
間
親
元
を
離
れ
て
生
活
す
る
た
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ

ん
、
学
習
指
導
の
た
め
の
教
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
洗
濯
や
食
事
な
ど
生
活
の
お
世
話
を
す

る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

福島の子ども 40 人を栗山町で受け入れます

　８月１１日㈰～１７日㈯　７日間

◆
日

時　

７
月
28
日
㈰

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

◆
場

所　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区

◆
持
ち
物

　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
タ
オ
ル
、
帽
子

◆
主

催

　

栗
山
町
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ

　

い
き
も
の
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

☎
�
３
０
０
０

◆
日

時

　

８
月
４
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◆
場

所

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
対

象　

幼
児
か
ら
小
学
２
年
生
ま

　

で
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

◆
内

容　

親
子
で
昆
虫
採
集
お
よ
び

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
で
の
ん
び
り
過
ご
す

◆
持
ち
物　

上
着
、
帽
子
、
昼
食
、
飲

　

み
物
、
動
き
や
す
い
服
装
（
長
袖
長
ズ

　

ボ
ン
）、
運
動
靴

◆
参
加
料

　

子
ど
も
５
０
０
円
、
大
人
７
０
０
円

◆
申
込
期
限　

８
月
１
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

 

雨
煙
別
小
学
校 
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
�
１
６
９
６

ロ
ン
グ
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

里
山
学
校
「
釣
り
＆
食
べ
る
」

ホ
タ
ル
観
賞
会

お
や
こ
虫
と
り

ご寄付のお願い

　暑い夜の暗闇のなか光を放ちながら飛び交うヘイケホタル。

　ハサンベツ里山地区に生息するホタルは、長年の皆さんの

ご理解とご協力のおかげで自然繁殖するようになりました。

　ハサンベツ里山地区は、春の低温で生長が遅れて心配して

いましたが、天候が回復してきたことにより、山々が緑一色

に包まれ、田んぼには、継立中学校とキッズクラブの子ども

たちと植えたもち米の苗が育ち、里山らしい景観が広がって

きました。

くりやま自然情報

　7月のハサンベツ里山作業日は、7 月 14日㈰ 9：00からです。

■作業内容　湿性植物の移植、草刈、ホタル沢整備作業など
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連　載 　仲間と一緒に”からだ”と”こころ”を育てる場　  ＝スポーツ少年団訪問＝

指導者の松本達也さん
連絡先　☎ 090-3119-3485（携帯）
　  matumoto@kuriyamakousan.jp

栗山剣道少年団
[設 立]　昭和３６年　　　　　[練習会場]　栗山町スポーツセンター剣道室
[団 員 数]　　　２８人　　　　　[会 費]　500 円 / 月
[指導者数]　　　　８人　　　　　[用 具 費]　竹刀　約 2,000 円、胴着　約 10,000 円
[対象学年]　小学生～中学生　　　　　　　　   防具　レンタル貸出 3,000 円 / 年
[活 動 日]　火・水・金曜日（17:00 ～ 19:00）、土・日曜日（練習試合、大会）

　

栗
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
昭
和
36

年
発
足
の
歴
史
の
あ
る
少
年
団
で
す
。
全

道
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
多
く
の
子
ど
も

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

主
将
の
生
駒
泰た

い
き貴
君（
栗
山
小
６
年
）と

保
護
者
、
そ
し
て
指
導
者
か
ら
剣
道
少
年

団
の
魅
力
を
聞
き
し
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
と
稽
古
を
す
る
と
き
の
ワ
ク
ワ

ク
感
。
試
合
前
の
ド
キ
ド
キ
感
。
稽
古
が

終
わ
っ
た
と
き
の
ス
ッ
キ
リ
感
が
好
き
で

す
。
友
だ
ち
と
も
っ
と
楽
し
さ
を
味
わ
い

た
い
の
で
、
団
体
戦
で
優
勝
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
試
合
で
は
、
得
意
な
小
手
抜

き
面
で
一
本
取
り
た
い
で
す
。

　

小
学
１
年
生
に
な
る
と
き
に
、
子
ど
も

が
剣
道
を
や
り
た
い
と
言
っ
て
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
剣
道
を
通
し
て
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
い

入
団
さ
せ
ま
し
た
。
入
団
し
て
み
る
と
特

に
、
礼
儀
作
法
が
身
に
つ
い
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
指
導
者
の
人
柄
も
良
く
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
預
け
て
い
ま
す
。

　

週
３
回
の
練
習
が
あ
り
、
赤
胴
少
年
剣

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
剣
道
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

道
錬
成
大
会
を
は
じ
め
年
間
通
し
て
多
く

の
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
大
会
や
冬

期
間
の
練
習
は
保
護
者
が
送
迎
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
練
習
の
他
に
も
体
力
テ
ス

ト
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
し

て
い
る
た
め
、
多
く
の
人
と
の
関
わ
り
を

も
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
挨
拶
な
ど
礼
儀
作
法
で
す
。

　

次
に
、
始
め
た
こ
ろ
は
、
竹
刀
で
頭
や

手
を
打
た
れ
る
の
で
、
痛
み
に
対
し
怖

が
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
友
だ
ち
と

汗
を
か
き
、
も
ま
れ
、
笑
い
、
泣
き
な
が

ら
今
で
も
練
習
を
続
け
て
い
る
の
で
、
精

神
面
が
特
に
強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

剣
道
の
試
合
は
、
対
戦
相
手
と
一
対
一

な
の
で
、
自
分
で
判
断
し
、
決
断
・
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
技
術
も
大
切

で
す
が
、
ま
ず
は
礼
儀
作
法
。
そ
し
て
、

努
力
す
る
こ
と
や
、
工
夫
す
る
こ
と
を
身

に
つ
け
て
く
れ
れ
ば
、
人
生
で
最
高
の
武

器
と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
少
年
団
活
動
で
す
か

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
成
長
し
た
と
感
じ
る
こ
と
は

＝
指
導
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
か

＝
選
手
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
楽
し
い
と
思
う
と
き
は

ボランティアでグラウンド整備

共立道路株式会社（鵜川昌久社長）と日立建機日本株式

会社（島田秀樹所長）が、ボランティアで継立中学校の

グラウンド整備を行いました。ローラー車などの重機を使い15

人が慣れた手つきでグラウンドの整地や壊れたバックネットの

撤去作業など約２時間汗を流しました。木村尚之校長は「今回

で継立中学校最後の体育祭となりますが、皆さんにきれいにし

て頂いたグラウンドで、必ず好成績が出るでしょう」と感謝して

いました。　　　　　　　　　　　　　 　　　  （６月１日）

　

ク
ラ
ブ
一
本
で
プ
レ
ー
が
で
き
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

栗
山
町
に
は
、栗
山
ダ
ム
コ
ー
ス（
４

コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
）と
御
園
コ
ー
ス（
２

コ
ー
ス
18
ホ
ー
ル
）
が
あ
り
、
栗
山
ダ

ム
コ
ー
ス
に
は
無
料
で
プ
レ
ー
が
で
き

る
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
３
ホ
ー
ル
）
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
は
今
年
完
成
し
た
ば
か
り
の
栗
山
ダ

ム
コ
ー
ス
の
Ｄ
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー
を
し

て
み
ま
し
た
。

　

Ｄ
コ
ー
ス
は
上
り
坂
や
下
り
坂
が
少

な
い
で
す
が
、
27
ｍ
の
短
い
ホ
ー
ル
か

ら
100
ｍ
の
長
い
ホ
ー
ル
、
そ
し
て
カ
ー

ブ
が
あ
る
ホ
ー
ル
な
ど
１
ホ
ー
ル
ご
と

に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
コ
ー

ス
攻
略
に
頭
を
使
う
設
計
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
プ
レ
ー
す
る
と

珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
の
応
酬
と
な
り
と

て
も
盛
り
上
が
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
私

た
ち
が
プ
レ
ー
し
た
と
き
も
１
打
目
で

カ
ッ
プ
に
入
り
そ
う
に
な
る
ス
ー
パ
ー

シ
ョ
ッ
ト
か
ら
カ
ッ
プ
ま
で
残
り
約
30

cm
を
外
す
珍
シ
ョ
ッ
ト
が
あ
り
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
特
徴
と
し
て
、
あ

ま
り
力
を
必
要
と
せ
ず
運
動
量
の
激
し

い
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
た
め
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
幅
広
い
年
齢
層
が
プ
レ
ー

が
で
き
ま
す
。
い
き
な
り
コ
ー
ス
を
周

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
方
や
、
ま
だ
子

ど
も
が
小
さ
く
コ
ー
ス
を
周
ら
せ
る
の

に
不
安
が
あ
る
方
は
、
初
心
者
向
け
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
か
ら
始
め
て
み
て
は

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
自
然
に
囲
ま
れ

た
中
で
の
心
地
よ
い
運
動
で
心
身
と
も

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
間
違
い
な

し
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

栗
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

松
原 
毅き

よ
し佳
が

                                     「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
を
お
勧
め
し
ま
す

い
じ
め
を
防
ぐ

栗
山
子
ど
も
会
議
で
、
い
じ
め
や
仲
間
づ

く
り
に
つ
い
て
、
川
柳
を
作
り
ま
し
た
。

　

悩
ま
ず
に

　
　

相
談
し
よ
う　

隠
さ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
川
畑
　
亮
太

　

あ
り
が
と
う

　
　

感
謝
の
気
持
ち　

忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
古
田
　
桜
花

　

弱
い
の
は

　
　

い
じ
め
を
し
て
い
る　

そ
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
畠
山
　
あ
り
さ

　

一
人
じ
ゃ
な
い

　
　

仲
間
を
信
じ
て　

立
ち
向
か
お
う　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
古
田
　
凛
花

　

知
っ
て
い
る
？

　
　

い
じ
め
が
ど
れ
だ
け　

辛
い
か
を　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
大
髙
　
咲
幸

　

い
じ
め
と
は

　
　

自
分
が
受
け
て　

目
が
覚
め
る　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
辻
　
滉
太

　

一
人
で
ね

　
　

悩
ま
ず
誰
か
に　

相
談
だ　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
中
村
　
心

スポーツ推進委員でＤコースを回りました
松原スポーツ推進委員（写真左から 2番目）
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◆
日

程

　

８
月
27
日
㈫　

午
後
６
時
30
分
開
演

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
講

師　

尾
木　

直
樹
氏

◆
チ
ケ
ッ
ト
代
金

　

前
売
券　

２
０
０
０
円

　

当
日
券　

２
５
０
０
円

◆
前
売
券
販
売
開
始
日　

８
月
1
日
㈭

◆
販
売
場
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、総
合
福

　

祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」、角
田
農
村
環

　

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、継
立
南
部
公
民
館

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
運
営
実
行
委
員
会

　

☎
�
３
３
３
３

　

栗
山
町
に
来
町
す
る
宮
城
県
角
田
市
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

※
学
校
を
通
し
て
案
内
文
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
日

程

　

７
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰　

１
泊
２
日

◆
対

象　

小
５
～
中
３
※
定
員
20
名

◆
内

容　

２
日
間
、
川
下
り
や
自
然

　

体
験
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
図
る　

◆
参
加
料　
　

２
５
０
０
円

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

◆
定

員　

10
人
※
７
月
20
日
㈯
締
切

◆
受
講
料　

５
０
０
円

◆
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
飲
み
物

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

◆
日

時　

７
月
22
日
㈪
、
29
日
㈪　

　

午
後
７
時
～
９
時

◆
場

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内

容

　

社
会
心
理
学
・
文
化
人
類
学
の
視
点
で

　
「
北
海
道
の
魅
力
」
を
講
師
の
故
郷
（
京

　

都
）
と
比
較
す
る
な
か
で
発
見
し
ま
す

◆
対

象　

高
校
生
以
上

◆
定

員　

20
人
※
７
月
16
日
㈫
締
切

◆
受
講
料　

１
０
０
０
円

◆
講

師

　

北
星
学
園
大
学
副
学
長　

濱　

保
久
氏

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

◆
日

時

　

７
月
18
日
㈭　

午
前
9
時
～
正
午

◆
場

所　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
内

容　

介
護
実
習
報
告

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

☎
�
６
０
６
０

◆
日

時

　

７
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

開
拓
記
念
館

◆
内

容　

く
り
や
ま
昔
話
、
メ
ン
コ

　

作
り
、
メ
ン
コ
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

◆
対

象　

町
内
の
小
学
生

◆
参
加
料　

１
０
０
円　

◆
申
込
期
限　

７
月
18
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

◆
日

時　

７
月
２
日
㈫
、
16
日
㈫
、

　

23
日
㈫　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象　

20
歳
～
70
歳
の
方

◆
定

員　

10
人

◆
受
講
料　

１
５
０
０
円

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

◆
日

時

　

７
月
25
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
内

容　

疲
れ
に
く
い
効
果
的
な
歩

　

き
方
、
正
し
い
姿
勢
な
ど

◆
対

象　

20
歳
～
70
歳
の
方

く
り
や
ま
地
域
大
学 

濱
ゼ
ミ

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

介
護
福
祉
学
校
実
習
報
告
会

新たに栗山町指定文化財を指定　
町では、栗山町文化財保護委員会（森若一治委員長）の答申を受け、
次の 2 点を栗山町指定文化財として指定しました。

「高
たかぎかねひろ

木兼寛の書」掛軸（右）
　海軍軍医総監として活躍し東京慈恵会医科大学の創立者でもある高
木兼寛は、海軍を退役後、角田村（現栗山町）や長沼村の土地を取得し
開墾にあたりました。毎年、夏には来村して入植者を励まし、泉麟太
郎翁が始めた造田引水事業には側面から援助するなど、村の発展に尽
力されました。高木農場の旧管理事務所は角田地区に現存しています。

「乃
のぎまれすけ

木希典の書」掛軸（左）
　乃木希典は、日清戦争後に台湾総督などを経て、明治３７年には大
将として日露戦争に参戦し、日本の勝利に貢献しました。明治天皇は
乃木希典の謹厳実直な精神を愛し、勅命で学習院院長に指名するほど
でした。現在の湯地地区の地名は、妻静子の実兄湯地定基が拓いた農
場名から名付けられています。

◆◆栗山町指定文化財（掛軸）展および栗山の古写真展◆◆
　　　期　間　7 月 10 日㈬～ 8 月 31 日㈯
　　　　　　　※7月15日㈪を除く毎週月曜日と7月16日㈫は休館

　　　場　所　栗山町開拓記念館（℡ 72-6035）

募
集
!!
姉
妹
都
市
交
流

【ブックリサイクル市を開催】
　日　時　7月 21 日㈰　10：00 ～ 13：00
　内　容　文芸書、雑誌、こどもの本、ビデオなど
　冊　数　一人２０点まで（ビデオは１点まで）
　持ち物　本を入れる袋・箱

【手作り絵本作家になろう】
　日　時　7月 29 日㈪　10：00 ～ 15：30
　内　容　絵本作り
　定　員　15人（先着順）　
※詳細説明および申込みは、図書館カウンターまで

【夏休み !! ブックマラソンを始めます】
　期　間　7月 16 日㈫～ 8月 25 日㈰
　場　所　図書館、くりくり号、角田・継立図書室、
　　　　　各小中学校
　内　容　本を 1冊借りるとスタンプ 1個。20 個
　　　　　のスタンプを集めるとプレゼントがもら
　　　　　えます。

昔
ば
な
し
と
子
ど
も
メ
ン
コ
大
会

◆◆　陶芸ワークショップ  in kiroru　◆◆
日　時　7月 20 日㈯　14：00 ～ 16：00
会　場　くりやまアートギャラリー kiroru（字湯地 60 番地）
参加料　3,000 円（小学生以下 1,500 円）
テーマ　大人も子どもも夏休み自由研究
　　　　（作品のお渡しは 8月 10 日以降）
申込先　SUSU 窯　TEL ＆ FAX　�6888　※

◆◆　キロル夏・展　◆◆　
　※くりやま「家具・工房まつり」協賛企画

　ギャラリー＆ショップキロル改め、くりやまアートギャラ
リー kiroru は新たなメンバーでくりやまライフを提案します。
日　時　7月 20 日㈯・21 日㈰　10：00 ～ 17：00 ※入場無料
会　場　くりやまアートギャラリー kiroru（字湯地 60 番地）
事前問い合わせ　☎ 72-6466（家具工房森巣）
出品者
　宮本　秀仁（家具）
　藤島　　亮（イラストレーター）
　石川　進一（備前焼）
　櫻井　芳枝（キャンドル）
　奥田　秋湖（書）
　古林　玲美（銅版画）
　古川世都生（木彫）
　中川　　晃（ガラス）■問い合わせ　図書館　☎ 72-6055

尾
木
マ
マ
が
や
っ
て
く
る

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

申込みは
前日まで

◆
期

間

　

１
月
４
日
㈯
～
12
日
㈰　

９
日
間　

◆
場

所　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
パ
ー
ス
）

◆
内

容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
現
地
学

　

生
と
の
交
流
、
自
然
体
験
な
ど

◆
対

象　

町
内
在
住
の
中
高
生

◆
負
担
金　

６
万
円

※
別
途
２
万
円（
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
な
ど
）

◆
申
込
方
法

参
加
申
込
書
と
「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
に

参
加
し
て
学
び
た
い
こ
と
」
と
題
し

た
８
０
０
字
程
度
の
作
文
を
提
出

※
受
付
後
、
後
日
面
接

◆
募
集
期
間　

８
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

　

槐
（
エ
ン
ジ
ュ
）
の
樹
で
フ
ク
ロ
ウ
を

彫
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。（
受
講
料
無
料
）

◆
日

時

　

７
月
22
日
㈪　

午
後
６
時
～
８
時

◆
場

所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
さ
ひ
工
房

◆
対

象　

高
校
生
以
上

◆
定

員　

20
人
※
７
月
16
日
㈫
締
切

◆
講

師　

中
原　

篤
氏

◆
主

催　

く
り
や
ま
生
涯
学
習
塾

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

少
年
ジ
ェ
ッ
ト
派
遣
団
員
募
集

木
彫
り
ミ
ニ
講
座
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